
地元人材育成分科会 戦略的な地域インターンシップWG

令和６（2024）年度 インターンシップに関する
アンケート調査

学生編



令和６（2024）年10月、富山大学、金沢大学、福井大学、北陸先端科学技術大学院大学の４校に調査
を依頼。１６２名から回答を得た。５日間以上のインターンシップ経験者は設問１～１５を、そうでない者
は設問１５、１６を回答。 ※原則として複数回答可の設問は棒グラフで、択一の設問は円グラフでその結果を表している

回答学生に関する基本情報



インターンシップ参加状況について
設問１ 設問２

設問３ 設問4



インターンシップに参加してみて

設問5 設問6

設問7 設問8



インターンシップ参加による意識の変化等

設問9 設問10

設問11
設問12



・職員さんがこれから実際に検討していく事案について、私たちにも資料をくれて考えさせてくれた。
・グループ会社との関係[br]就職してからもグループ会社内の会社に異動することも可能であるということが印象に残っている。
・リクルートインドネシア法人での活動。外国でのビジネスを体験できた点が良かった。
・グループワークでテーマに従って何度も案を練りフィードバックを貰ったことで議論の進め方が把握できた。ビジネスに関する考え方を知
　ることができた。
・より専門的な業務体験。
・事業提案においてすぐに実行できるレベルのものを提出すること。
・まちづくりの活動に携われた/実際の業務に携わることができたことや、携わった業務についての最終報告会。
・実際の業務に携わることができたことや、携わった業務についての最終報告会。
・実際に先輩社員が行った業務内容を、そのまま体験させてもらったインターンシップ。
・会社の福利厚生の充実度/研究室で身につけたスキルをより実践的に磨き上げることができた。
・インターン先の企業で、設計を行う時間があったが初めて集団で設計をする機会があり、とても良い経験となった。
・海外で働くことの楽しさと一生懸命働いて評価されることのうれしさ。
・学校では教わらない実践的なことを経験できた。
・グループワーク。
・本社に伺った際のオフィスでの様子や社員の働きぶりなど。
・現地で知り合っ他大学の学生と情報交換や意見交換が印象に残っている。同じ工学を志す仲間として励みとなった。
・企画を考えるインターンシップで、研究にも活かせることを学べた。
・教育委員会へのインターンシップだったのだが、学校に実際に行かせていただいた。その際の学校の構造の工夫を多く質問できてために
　なった。
・製品の設計、評価まで行うことで、製品開発の一連の流れを体験することができた。
・アプリ開発についてその一連の流れを体験したこと。
・グループディスカッションで必要な能力。
・期日までに成果物を仕上げる能力。グループワークにおける円滑なコミュニケーション能力。
・その会社の詳細や業務内容を知りことができた点。
・地域に即したイベントの企画立案グループワーク。
・海外の方との働き方。
・実際に責任ある業務を任せていただき、その成果が役に立ったと言っていただいたこと。
・社員さんが優しかった。
・大学での研究と企業の研究開発は全く別物。企業では実験は文系職の人にお願いして技術系総合職は結果を見てフィードバックをして進
　めていく分業をしていた。

・社員寮が住みやすくて食堂のごはんは美味しかった。
・技術職の中には研究職だけでなく現場普及指導員という職種も存在しており、その業務を体験することができたこと。
・職場環境の良さが実感できました。
・会社の全体的な業務を知ることができ、知りたいことを直接質問できたこと。
・適性検査を受講してみる。
・パワークエリの紹介。
・実際の仕事の作業を多く体験させていただき、働く際のことを具体的にイメージできた。
・他のインターンの大学生とスタディとプレゼンを行うことで、自分の実力を見直すことができた。社員の方とラフなコミュニケーションを取
　る時間があった。
・他のインターンの大学生とスタディとプレゼンを行うことで、自分の実力を見直すことができた。社員の方とラフなコミュニケーシ
　ョンを取る時間があった。
・5dayのインターンシップにおいて毎日目標、振り返りの時間が設定されていた。そのことによって目的意識をもってインターンシップ
　に取り組めたと思う。
・子育て支援センターなどで実習することで、市役所の職員がどのように子どもや保護者を支えているのか知ることができた。
・様々な部署の業務を体験することができたことが魅力的に感じた。
・学内での開催だったので負担が少なかった。
・職場の雰囲気が良かった。
・フィードバックをしてくれた
・参加したどの企業のインターンシップも、特徴があり興味深いものでした。特に印象に残ったのは、私しかインターン生が参加してい
　なかったインターンシップです。
・製薬会社の営業に関するインターンシップでロールプレイングに関して社員から評価され、全体(参加者50人ほど)の前で実演したこと。
・実務的な内容を実際に体験できたこと。
・プレス加工における形材挿入試験が印象に残っている。
・社員の方と話す機会があった。
・UAVの飛行体験などの実際の研修で行われる実習を体験できたことが、実際に働くときのイメージを膨らませることに繋がったと感じる。
・学部生だけではなく大学院生も参加していたため、自主的に学ぶことの大切さなど上級生から多くのことを吸収することが出来た。
・プログラムに入っていない子会社の説明が聞きたかったので、体験した部署の部長に直談判して場を提供していただいた。学生の求めること
　に臨機応変に対応していただけたのが印象に残っている。
・テレビ局の技術インターンで、実際の機材に触り、呼んできた芸人さんと番組を作るという実習が印象に残っている。
・5日間開催の最終日にインターンシップでの取り組み、性格検査、そして今後のキャリアこれら全体を踏まえたフィードバック面談を受けた
　こと。面談を通して社員の方から企業や業界について生の声を聞ける機会となり、更に自分は客観的にどう見えているのか知ることができた。

設問13



設問14 設問15



情報収集の方法及び不参加の理由

設問16 設問17
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